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このプレゼンテーションでお話すること

 国連ハビタットのコミュニティー開発プロジェ
クト

 コミュニティー開発プロジェクトに見る女性た
ち

 課題と挑戦

 今後の課題
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国連ハビタット（国際連合人間居住計画）

 1978年、国連総会決議に基づき、社会的、環境的に
持続可能な町や都市づくりを促進する機関

 本部はナイロビ（ケニア）

 三つの地域事務所のうち、福岡本部がアジア太平洋
を担当

 地球規模の課題の調査・後方活動と、各国の支援活
動（都市開発、住宅、インフラ、社会環境、災害対策
など）

http://www.fukuoka.unhabitat.org/
http://www.unhabitat.org/categories.asp?catid=9
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1990年代の国連ハビタットのコミュニ
ティー開発プロジェクト

 1992年より継続してア
フガニスタンで活動

 タリバン時代、コミュニ
ティーフォーラムを組
織し、識字や収入の機
会を与えることで寡婦
を助けた

 女性スタッフも制約の
中で活動を継続
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国連ハビタットの開発アプローチ：
People’s Process

ステップ１： コミュニティーの動員

ステップ２： コミュニティー開発委員会

ステップ３： コミュニティーアクションプラン

ステップ４：サブプロジェクトとコミュニティー契約

ステップ４：プロジェクト実施とモニタリング

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
能
力
向
上

プ
ロ
セ
ス

住民が
開発の主役
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国連ハビタットのコミュニティー開発プロ
ジェクト

 ２０の県事務所、約1,000名のナショナルスタッフ、8名の国
際スタッフ

 コミュニティー開発支援
 コミュニティー開発委員会の設置
 コミュニティーインフラ整備
 識字

 各種トレーニング（職業訓練、健康、プロジェクト管理、会計、ビ
ジネス）

 コミュニティー小額貯蓄・融資

 女性のコミュニティーレベルでの発言と意思決定過程への参
加

 トレーニングを通じた女性のエンパワメント
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実施プロジェクト(2011年）

National Solidarity Programme (NSP) Cycle 1 and 2 
+ Communities, Phase II

2,586,934 Apr 07 – Sep 
11

MRRD/WB

Governance and Development Support 
Programme (GDSP)

20,974,412 Apr 08 – Mar 
11

CIDA

National Solidarity Programme (NSP) New Rollout 3,941,152 Feb 10 – Dec 
14

MRRD/WB

Learning for Community Empowerment 
Programme (LCEP2)

40,000,000 Jan 08 – USAID

Reintegration of Returnees and IDPs through 
Policy, Planning and Targeted Assistance (EC7)

8,136,095 Mar 10 – Feb 
11

EC

Peace-Building in Afghanistan through 
Consolidation of Community Solidarity (PACCS I)

31,000,000 Mar 10 –
Mar 11

Japan

Peace-Building in Afghanistan through 
Consolidation of Community Solidarity (PACCS II)

28,500,000 Feb 11 – Feb 
12

Japan

Strengthening Municipal and Community 
Development – Lashkar Gah, Helmand Phase III

6,155,799 Mar 10 –
Aug 12

DFID/UK

Behaviour Change Communication (BCC) 2,090,000 Aug 10 – Jul 
11

UNICEF
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国連ハビタットのコミュニティー開発プロ
ジェクト例

 女性の要請から始まった識字プログラム

 312,660人の女性が識字クラスに参加し、
6,519人の女性が自助グループに参加（総参加
者のうち59%を女性が占める）

 収入向上活動では

 23,623人の女性(全参加者の55%)が職業訓練
を受け、 1,407人の女性 (50%)がコミュニティー
銀行のトレーニングを受けた
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コミュニティー開発プロジェクトに見る女性
たち: 動員や計画のためのミーティング
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コミュニティー開発プロジェクトに見る女性
たち: 直接秘密選挙によるコミュニティー開発委員選

出
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コミュニティー開発プロジェクトに見る女性
たち: インフラ整備への参加

11

コミュニティー開発プロジェクトに見る女性
たち: 識字
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